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マイクロ・アグレッションと私たち 

～ 最 終 章 ～ 13 

朴 希沙（Kisa Paku)                                                                                          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お久しぶりです。出産と育児にとも

ない 2 回に渡って『対人援助学マガジ

ン』への執筆をお休みしていましたが、

今号から無事復帰できることとなり

ました。そして執筆をお休みしている

間（2020 年 12 月）に、ここ数年間翻

訳に取り組んでいた書籍『日常生活に

埋め込まれたマイクロアグレッショ

ン―人種、ジェンダー、性的指向：マ

イノリティに向けられる無意識の差

別』（デラルド・ウィン・スー著、マ

イクロアグレッション研究会訳）を無

事明石書店から出版することが出来

ました。 

 この連載を始めた目的は、連載開始

当時はあまり知られていなかったマ

イクロアグレッションについて、今回

翻訳をした『 Microaggressions in 

Everyday Life : Race, Gender, and 

Sexual Orientation』をもとに紹介し

ていくことでした。これまで 12 回に

渡り、マイクロアグレッションの概要

やエピソードの紹介、乗り越え方・取

り扱い方についての考察、Q&A 等を、

間に緊急コロナ企画もはさみながら

書いてきました。誰が読んでくれてい

るのか分からぬまま、とにかく書き進

めてきた連載でしたが、次第に「連載

を読んでいます」「連載をもとにマイ

クロアグレッションの勉強会をして

います」「マイクロアグレッションに

ついて知りたくていくつか連載を読

みました」というお声をいただくよう

になりました。私自身、書きながら改

めてマイクロアグレッションについ

て整理したり、考えたりする大切な機
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会をもらってきました。そういった中

で無事翻訳書を出版でき、ほっと一安

心、これからがむしろ始まりですが、

ひとつの区切りがついたことを感じ

ています。 

 そこで、当初の目的であったマイク

ロアグレッションの紹介は、今後は翻

訳書に譲ることとし、今回は翻訳書を

出版するまでの経緯や今後のマイク

ロアグレッション概念活用の可能性

について述べ、連載を閉じたいと思い

ます。新たに別のテーマで連載を始め

る予定ですので（詳しくは執筆者短信

を御覧ください）、そちらもまた注目

していただけたら嬉しいです。 

 

 

● 翻訳を始めるまで 

 

私が初めてマイクロアグレッション

という概念を知ったのは、修士論文を

執筆している最中でした。もともと、

在日コリアンを始めとするマイノリ

ティに対する心理支援に関心があり、

人種・民族的マイノリティに対するメ

ンタルサポートについて論文を調べ

ていたのですが、日本語の論文が少な

く、米国の論文を読んでいる際に

「Microaggressions」という言葉に出

会いました。 

当時、私は在日コリアンメンバーと

日本人メンバーとで行っていたサポ

ートグループ（「それが一人のためだ

としても（以下、してもの会）」）にお

いて、在日コリアンメンバーが抱える

不安やストレス、怒りの背景に「差別」

とまでは言い難いものの、日常にあふ

れるプレッシャーがあることを感じ

ていました。それは、朝鮮半島に対し

て敵対的な報道や話題であったり、自

分の出自や名前について説明するこ

との困難さであったり、「日本人しか

いない」という前提で進む会話等、ま

さに日常の親しい人間関係や職場、学

校といったリアルな「現場」で日々直

面しなければいけないある種の緊張

感や疎外感のようなものでした。その

ような感覚は、ひとつひとつは大きな

問題にはなりませんが、積み重なるこ

とでその場にいる人々や環境への不

信感につながったり、時には怒りのよ

うな形で他者や自分に向いたりする

ようなものでした。 

上記のような、まさに日常の些細な

やりとりの中で起こる、だからこそよ

り言語化しづらい疎外感やストレス

について、心理社会的側面から捉え研

究につなげている概念が「マイクロア

グレッション」だったのです。私はも

ともと臨床心理士を志し、あくまで個

人の支援と個人の心理に深い興味を

抱いてきました。しかし同時に、個々

人の心理が社会や歴史とどうリンク

しているのか、丁寧に考える作業や研

究を行いたいと思ってきました。その

ような私の関心に、マイクロアグレッ

ションはまさに“ヒット”したのだと

思います。 

当時、日本にはマイクロアグレッシ

ョンに関する詳しい文献はありませ

んでした。私はもともと言語が好きだ

ったので、ぜひこの本を翻訳し、日本
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に紹介したいと思うようになりまし

た。この気持は修士論文を書き終えた

頃にはほぼかたまり、「してもの会（後

に、在日コリアンカウンセリング＆コ

ミュニティセンターにつながってい

きます）」のメンバーや当時大学院で

指導してくださっていた先生に相談

をしながら、翻訳書の出版という初め

ての試みに挑戦することになりまし

た。 

 

 

● マイクロアグレッション研究会の

紆余曲折 

 

このように始まったマイクロアグレ

ッションの翻訳会（マイクロアグレッ

ション研究会）には、次第に関心のあ

る方が集まってくるようになりまし

た。そして、それぞれが関心のある章

を訳しながら訳語について討論を重

ねていきました。特に「マイクロアグ

レッション」をなんと訳すかについて

はぴったりの言葉が見つからず、何度

も何度も議論しました。例えばマイク

ロを「小さな」とか「微小な」と訳し

てしまうと、決して小さくはないその

影響を伝えることが出来ません。かと

いって「曖昧な」とか「無意識の」と

言うと取りこぼしてしまう内容があ

ります…何度も話し合いを重ねた結

果、マイクロには日常の、とかマクロ

では捉えきれない、等様々な意味が複

合的に込められていることから、（そ

してぴったりの訳語を見つけること

が出来なかったということからも…）

そのまま「マイクロアグレッション」

と訳すことになりました。 

マイクロアグレッションについて興

味があり集まった人々からなる研究

会ですが、マイクロアグレッションは

全ての場所で起こりえますし、誰もが

無意識のうちにやってしまうことが

その特徴です。そのため時には研究会

の中ですら生じてしまうマイクロア

グレッションについて、緊張をはらん

だ話し合いがオンタイムで行われた

り、対立的な状況になったりすること

もありました。そんな紆余曲折を経な

がら、最終的には監訳者を置かず、あ

くまでもグループで訳したことが伝

わるように「マイクロアグレッション

研究会」を翻訳者に置くことが決まり

ました。こういった意思決定や訳語の

調整といったひとつひとつの紆余曲

折にも根気強く付き合ってくださっ

たメンバーの皆様、そして出版社の方

には、心から感謝しています。 

 

 

● 今後に向けて 

 

このようにして日本で初めてマイク

ロアグレッションについて体系的に

紹介する書物『日常生活に埋め込まれ

たマイクロアグレッション』をなんと

か無事翻訳、出版することができまし

た。もちろん本の出版はゴールではな

くスタートです。これから、マイクロ

アグレッションがどのように日本社

会に浸透し、活用されていくかが大切

です。 
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詳しくは書籍の「あとがき」にまと

められていますが、マイクロアグレッ

ションはマジョリティ、マイノリティ

双方にとって活用できる概念だと思

います。もちろんほとんどの人はマジ

ョリティ性とマイノリティ性の両方

を併せ持っていますが、社会的属性や

そのことで被る構造的な差別、不平等

は存在し、そのため個々人は社会で異

なる立場にあるという視点は忘れて

はならないと思います。 

翻訳書では、マイクロアグレッショ

ンを受けることによってマイノリテ

ィに生じる様々な影響が述べられて

いる一方で、マイクロアグレッション

に気づかず、マイクロアグレッション

をし続けてしまうことによってマジ

ョリティが失う豊かな可能性がある

ことについても言及されています（第 

6 章「マイクロアグレッションの加害

者と抑圧―野獣の本性」）。マイクロア

グレッションという概念がそれぞれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のコミュニティに浸透し、議論が深ま 

ることによって、自分とは異なる立場

の他者が日常生活においてすぐ隣に

存在し、普段の何気ないやりとりの中

でストレスやプレッシャーにさらさ

れていることに改めて気づいたり、皆

にとってより生きやすいコミュニテ

ィを作っていくための指針を考えた

りすることにつながればと願ってい

ます。 

約 3 年半に渡って、翻訳と同時に続

けてきた連載ですが、マイクロアグレ

ッションに関する内容は今号までと

します（次号より新たな連載を始める

予定です）。ここまで読んでくださっ

た皆様、そしてこの機会をくださった

対人援助学マガジン編集部の皆様に

感謝しています。またどこかでお会い

した時には、声をかけていただけたら

嬉しいです。「対人援助学マガジン、

よんでますよ〜！」と^^ありがとうご

ざいました。 

  

 


